
第１部
13：30～

第２部
15：00～

内容
日本には約16万もの農業用ため池があります。狭山池のように歴
史のあるものも多く、地域の水循環のみならず生物多様性や憩いの
場として私たちの暮らしに重要な役割を果たしてきました。
しかしながら、気候変動と人口減少はため池を取り巻く環境を大き
く変えようとしています。ため池がおかれている現状から私たちの地
域の水循環や水環境について考えてみます。

第１回から第４回の水循環学習会において講演を行った講師と、古川照人大阪狭山市長が
パネリストとなり、未来の大阪狭山市の水循環などについて考えます。

渡部 哲史氏
九州大学

比較社会文化研究院
准教授

講演

ため池の現状から考える地域の水循環と水環境

パネルディスカッション

大阪狭山市の水循環のこれから

大阪公立大学

遠藤 崇浩氏
水の安全保障戦略機構

武田 教秀氏
大阪大学

村上 道夫氏
名古屋大学

中村 晋一郎氏
九州大学

渡部 哲史氏
大阪狭山市長

古川 照人氏

日 時 令和７年８月２３日（土） 13時１５分開演
会 場 大阪府立狭山池博物館 ２階 ホール 12時45分開場
定 員 90名（申込先着順）
問い合わせ 大阪狭山市水政策部 水循環担当

☎ 072-360-4407
 gesuido@city.osakasayama.osaka.jp

※二次元コードから申し込めない場合はご連絡ください


